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〜自分の行動がみんなの笑顔になる（人の役に立つ）喜び〜    
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〇身の回りの自然に興味・関心をもち、関わっていく中で自然を愛し大切にしようとする子ども。 

〇人や社会のために役立つことを喜びとして感じ、まわりの人たちと協力して取り組もうとする子ども 

育った花を見て「うれしい」「きれい」と感じ、その思いを自分なりのことばや表現で伝えようとする。 

・いろいろな種や球根があることを

知っている。 
 

・腐葉土（コンポスト）について知っ

ている。 

 

・種や芽の変化に気づき、関心をも

って観察している。 

  

・植物の育ちに必要な水・土・光の

存在に気づいている。 
  

・水やりや土の扱いなど基本的な

育て方を実践できている。 

 

・毎日の世話の必要性を理解し、

自ら取り組もうとしている。 

・花壇に花がないことに気づき、友達

と一緒にどうすればよいか考えてい

る。 
 

・「どうすれば芽が出るか」「どうやっ

たら元気に育つか」を考えている。
  

・成長の変化を自分の言葉・絵・身

振りなどで表現している。 
 

・育ちの違いを比べ、理由を考えよう

としている。  
 

・「どんな花が咲くかな」「咲いたら

誰が喜ぶかな」「花壇にたくさんの

花が植わると、みんながきれいと言

ってくれるかな」と未来や他者を想

像している。 

・育てている植物に愛着をもち、

大切にしようとする気持ちをもっ

て世話をしている。 

 

・異年齢の友だちと協力したり、

教えたり学んだりしている。 

 

・「みんなのため」「人が喜ぶか

ら」と考えて行動している。 

 

・成長や人の喜びを自分の喜び

として感じている 。 

 

・「またやりたい」「次はこうした

い」と次への意欲につなげてい

る。 
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・「花壇に花がない」「さみしい」と現状に気づき、ただ受け入れるのではなく「どうしたらよいか」と問う。 

・自分たちの生活環境を主体的に見直す。 

 

 
・花は「きれい」だけでなく「人を笑顔にする」「自然の一部」「虫や鳥を呼ぶ」など、さまざまな価値を考える。 

・花壇を「自分たちのため」だけでなく「みんなや未来のため」と捉える。 

 

 

 

 

 
・今すぐ咲く花ではなく、種や球根から植えることで、秋や冬を越して春に咲く花など、これから園に来る子どもたちのた 

めに環境を整えることにもつながる。 

・「自分たちがしたことが、これからの人の役に立つ」という経験を通じて、未来の世代にも意識を向ける。 
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花がないことに気づいたことをきっかけ

に、自分達で何かできないか一緒に考え、よりよい環境をつくろう

とする気持ちをもてるようにする。 

異年齢で協力し、互いの存在を認め合いながら取り組める
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ようにする。 

 

友だちと協力して活動する喜びを

味わえるようにする。
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【実践】 

種まき・世話・観察                      

（責任性・相互性） 

 

【計画・準備】 

土づくり／種選び 

/コンポストを知る 

（自然・資源への理解） 

【振り返り】 

自分と他者の幸せ 

次への意欲 

 

 

 

 

【生活環境への気づき】 

「花壇に花がない」 

 
『みんなで育てたお花を、新しいこども園を植えよう〜自分の行動がみんなの笑顔になる（人の役に立つ）喜び〜』 

なかよしタイム（長時間・預かり保育）４・5 歳児  約 ２４名

・いろいろな種や球根があることを知る 

・腐葉土（コンポスト）について知る 

・種や芽の変化に気づき、関心をもって観察している 

・植物の育ちに必要な水・土・光の存在に気づいている 

・水やりや土の扱いなど基本的な育て方を実践できて

いる  

・毎日の世話の必要性を理解し、自ら取り組もうとして

いる 

・花壇に花がないことに気づき、友達と一緒にど

うすればよいか考える 

・成長の変化を自分の言葉・絵・身振りなどで

表現している 

・育ちの違いを比べ、理由を考えようとしている 

・「どんな花が咲くかな」「咲いたら誰が喜ぶか

な」「花壇にたくさんの花が植わると、みんなが

きれいと言ってくれるかな」と未来や他者を想像

している 

・育てている植物に愛着をもち、大切にしようとする気持ち

をもって世話をしている  

・異年齢の友達と協力したり、教えたり学んだりする姿が

ある 

・「みんなのため」「人が喜ぶから」と考えて行動している 

・成長や人の喜びを自分の喜びとして感じている 

・「またやりたい」「次はこうしたい」と次への意欲につなげ

ている 

【社会とのつながり】 

花・メッセージを通して 

他者の喜びを実感 
 

【多様な人とともに】  

異年齢の友達・園長先生 

教えてもらう・一緒に作業する 

（ステークホルダー・協働者） 
 

【課題の共有・話し合い】                           

どうしたらよいか（異年齢協働） 

【地球の中で 

：幸せな未来へ】 

友達や周りの人々

と共に考え行動し、

共に幸せに生きる

主体としての子ど

もの育ち 

・昨年度末には、異年齢の友達と 1 年ともに過ごし交流を通して、一緒に過ごす楽しさを感じている。 
・園舎工事の様子や花壇がなくなったことに気づき、身の回りの環境の変化に関心をもっている。 
・種を小さい友達に分けて届ける活動を通して、安全や相手の気持ちを考え、思いやりをもって行動する姿が見られた。 
・植物や土づくりに主体的に関わり、友達や園内の職員と協力しながら発見や不思議さを共有し、探究心を深めている。 
・植物の成長や工事現場で働く人への関心から、命や人への思いやり、周囲への感謝の気持ちが育っている。 

【めざす子どもの姿】 

〇身の回りの自然に興味・関心をもち、関わっていく中で自然を愛し大切にしようとする子ども。 
〇人や社会のために役立つことを喜びとして感じ、まわりの人たちと協力して取り組もうとする子ども 

〇「みんなのためになる」「みんなが笑顔（幸せ）になる」という視点をもち、人の喜びを自分の喜びとして感じる子ども。 

［地球の中で］持続可能な未来に向けて、保育者と共に考え、行動する子ども 

［自分から］ 

主体的に行動して 
なじみの世界を広げ、 

自分でやったという充実感を 

感じながら生活する子ども 

［創造する］ 

試行錯誤しながら探求し、 

新しいものや自分なりの考え、 

方法を創造し、表現する子ども 

［人とともに］ 
ありのままわかいあい、 

わかちあい、 

活かし合う子ども 

教育・保育目標 

（自然との関わり・生命尊重/道徳性・規範意識の芽生え/社会生活との関わり） 


